
１．はじめに

現在６０年生以上が主流になっている信州カラマ

ツの大径時代に向けた新しい製品開発と，環境に

配慮した製品開発（製造過程における人工乾燥熱

源に木質バイオマスエネルギー利用，薬品処理を

施さない製品，持続供給可能な森林資源活用）が

次世代の地域産業の活性化に効果があることか

ら，２００６年に信州カラマツ材の無垢木材外壁材を

有限会社和建築設計事務所と小林木材株式会社は

共同開発し実用化しました。

この信州カラマツによる無垢木材外壁材の開発

に際し，より多くの需要と付加価値のあるものと

するため，これらの外装材を用いた防火構造や準

防火構造を開発することを目指しました。これは

建築基準法に示す建築物（付属する塀等も含む）

における延焼の恐れのある部分（防火地域・準防

火地域・建築基準法第２２条指定区域内）での使用

を可能とするもので，信州カラマツ無垢木材外装

材を用いた木造軸組工法および木造枠組壁工法の

防火構造又は準防火構造の開発を２００８年より行い

ました。

信州カラマツ材による木造軸組工法及び木造枠

組壁工法の防火構造又は準防火構造開発経過と，

普及促進活動と建築物への施工実績例を紹介しま

す。

２．開発の取組

２０００年の建築基準法の性能規定化により，政令

に定める技術的基準に適合することを試験により

示すことで国土交通省大臣認定を受け，防火構造

等として認められる道が開けました。これに従い

外装面に信州カラマツ材の無垢木材外壁を使用し

た構造について大臣認定を取得し，基準法により

規制された地域でも使用が可能となりました。

開発した信州カラマツ材による防火，準防火構

造は，外装材の信州カラマツの無垢木材外壁材以

外は，汎用性のある住宅用建材で構成されていま

す。

外装材に使用する信州カラマツ材は，赤みのあ

る中目木とし，厚みを２７mm，かさ密度を０．４９g／

cm３以上，表面を木裏使用とし火熱における外壁

材の反りによる壁内への炎の侵入を防ぐ構造とし

ました。外装材の信州カラマツの表面仕上げは鋸

目仕上げ（ラフソーン）とし，表面に木材保護の

ための含浸性の塗料塗布可能としました。国内で

建設される住宅に多く用いられている木造軸組工

法と木造枠組壁工法の２工法に対応し，外装材の

デザインは，合いじゃくり（チャネル）（写真１）

と押え縁（ボードアンドバテン）（写真２）の２種

類としました。

信州カラマツ無垢木材外壁材（以降，信州カラ

マツ外装材と記載）による防火構造・準防火構造

の構成材料は，表１に示すように木造軸組工法と

木造枠組み壁工法と同じ仕様としましたが，木造

枠組壁工法は建築物に付属する塀等への活用も考

慮し，壁内部への断熱材が有りません。図１から

図４に防火及び準防火構造の概要図を示します。

内装材は普通合板厚み４mm以上とし，建物内

部に木材による仕上げを可能とさせました。
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工法 木造軸組工法 木造枠組壁工法

防火構造・
準防火構造

防火構造 防火構造 防火構造 準防火構造

外装材
信州カラマツ押え縁
（ボードアンドバテン）

信州カラマツ合いじゃくり
（チャネル）

信州カラマツ押え縁
（ボードアンドバテン）

信州カラマツ合いじゃくり
（チャネル）

寸法

厚み：２７mm以上
働き幅：１２０mm～１６０mm
目地押え縁厚み：２０mm以上
目地押え縁幅：４５mm以上

厚み：２７mm以上
働き幅：１２０mm～１６０mm

厚み：２７mm以上
働き幅：１２０mm～１６０mm
目地押え縁厚み：２０mm以上
目地押え縁幅：４５mm以上

厚み：２７mm以上
働き幅：１２０mm～１６０mm

留付材

JIS A５５０８に適合する
ステンレススクリュー釘

寸法：胴部径 φ２．７５×長さ５０mm
以上

留付間隔：５００mm以下

JIS A５５０８に適合する
ステンレススクリュー釘

寸法：胴部径 φ２．７５×長さ５０mm
以上

留付間隔：５００mm以下

JIS A５５０８に適合する
ステンレススクリュー釘

寸法：胴部径 φ２．７５×長さ５０mm
以上

留付間隔：５００mm以下

JIS A５５０８に適合する
ステンレススクリュー釘

寸法：胴部径 φ２．７５×長さ５０mm
以上

留付間隔：５００mm以下

木材用
保護塗料

０．０９３kg／m２以下 ０．０９３kg／m２以下 ０．０９３kg／m２以下 ０．０９３kg／m２以下

防水紙
JIS A６１１１に適合する
透湿防水シート
厚さ０．３３mm以下

JIS A６１１１に適合する
透湿防水シート
厚さ０．３３mm以下

JIS A６１１１に適合する
透湿防水シート
厚さ０．３３mm以下

JIS A６１１１に適合する
透湿防水シート
厚さ０．３３mm以下

壁下張材
JASに適合する構造用合板

厚さ９mm以上
JASに適合する構造用合板

厚さ９mm以上
JASに適合する構造用合板

厚さ９mm以上
JASに適合する構造用合板

厚さ９mm以上

断熱材

JIS A６１１１に適合する住宅用人造
鉱物繊維断熱材
厚さ７５mm以上
密度１０kg／m３以上

JIS A６１１１に適合する住宅用人造
鉱物繊維断熱材
厚さ７５mm以上
密度１０kg／m３以上

無し 無し

内装材
JASに適合する普通合板

厚さ４mm以上
JASに適合する普通合板

厚さ４mm以上
JASに適合する普通合板

厚さ４mm以上
JASに適合する普通合板

厚さ４mm以上

写真１ 合いじゃくり（チャネル）

写真２ 押え縁（ボードアンドバテン）

表１ 信州カラマツ外装材による防火構造・準防火構造の構成材料
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図１ 木造軸組工法信州カラマツ押え縁 図２ 木造軸組工法信州カラマツ合いじゃくり

図３ 木造枠組壁工法信州カラマツ押え縁 図４ 木造枠組壁工法信州カラマツ合いじゃくり
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木造軸組工法 合いじゃくりの性能評価試験

写真３ 試験体加熱面（評価試験終了時） 写真４ 試験体裏面（壁内部状況）

木造枠組壁工法 合いじゃくりの性能評価試験

写真５ 試験体加熱面（評価試験終了時） 写真６ 試験体裏面（壁内部状況）

１）性能評価試験

信州カラマツ外装材による防火構造・準防火構

造性能評価試験及び性能評価は，木造軸組工法を

財団法人日本住宅・木材技術センター（写真３，

４），木造枠組壁工法を財団法人建材試験センター

にて行いました（写真５，６）。

各試験体とも２体ずつ試験をおこない，性能評

価試験は構造上主要な部分の断面に長期許容応力

度に相当する応力度が生じるように載荷を行い，

加熱による試験体の変位と，加熱側からの炎貫通，

加熱裏面での温度上昇等の計測を行い基準を満た

すか検証しました。防火構造は加熱を３０分行い，

準防火構造は加熱を２０分行いました。

２）性能評価試験結果

木造軸組工法及び枠組壁工法の信州カラマツ外

装材による防火性能試験の結果，防火構造及び準

防火構造の性能を満たすことが確認されました。

全試験において信州カラマツ外装材は加熱中に

よる脱落はなく（写真３，５），壁下張材の燃え抜
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け及び壁内での燃焼もありませんでした（写真４，

６）。３０分加熱の防火構造性能試験においては，信

州カラマツ外装材の留め付材の釘による熱伝導に

より，留め付材の釘が壁内に露出している箇所に

おいて炭化現象がありました（写真７，８）。

木造軸組工法ではこれに起因する断熱材の熱に

よる損傷がありました。

全試験とも試験体の裏面である内装材の普通合

板は加熱燃焼による影響は一切なく，試験時の最

高温度は木造軸組工法で４８℃，木造枠組壁工法で

４４℃でした。

試験体への載荷重による鉛直収縮は，木造軸組

工法で０．６９mm，木造枠組壁工法で０．７０mmでし

た。また面外方向への試験体変位は加熱面側へ木

造軸組工法で１．２mm，木造枠組壁工法で６．５mm

でした。

信州カラマツ外装材は，加熱により加熱面に凸

となる湾曲変形を生じるものがあり，信州カラマ

ツ外装材の留め付材の釘周囲に生じた隙間から加

熱炎が信州カラマツ外装材裏面に侵入し，外壁材

裏面と防水紙を損傷する部分がありました（写真

９，１０）。

最終的にいずれの試験においても，試験体の変

形，炎の貫通の有無および裏面温度の各基準を満

たし，木造軸組工法押え縁仕様，軸組工法合いじ

ゃくり仕様および木造枠組壁工法押え縁仕様につ

写真７ 木造枠組壁工法 押え縁
試験体の試験前後

写真８ 木造枠組壁工法 合いじゃくり
試験体の試験前後

写真１０ 木造枠組壁工法 押え縁
裏面の湾曲部分

留め付材の釘周囲から炎の侵入
中央部分は節の木パテ補修箇所

写真９ 木造枠組壁工法 押え縁
取外状況

外壁材裏面の防水紙の損傷
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いては防火構造の，木造枠組壁工法合いじゃくり

仕様については準防火構造の性能があることが示

されました（表２）。

３．まとめ

１）普及促進活動

普及促進活動は木造軸組工法及び枠組壁工法の

信州カラマツ外装材による防火性能試験を公開す

ることから行いました。２００８年１月に財団法人日

本住宅・木材技術センター，２００８年２月に財団法

人建材試験センターで行った性能評価試験を，建

築士及び施工者に公開し，全国から約１００名の参加

がありました。公開と同時に信州カラマツ防火サ

イディングの採用についてのアンケート調査を行

い，８０％の参加者が採用意向又は採用検討をした

いという結果がでました。

２００９年に木造軸組工法及び枠組壁工法の信州カ

ラマツ外装材による防火構造及び準防火構造の適

正普及を図るため，設計者及び施工者への設計及

び施工説明を記した要領書を作成しました。また

性能評価試験の様子や信州カラマツ外装材の特徴

を説明したビデオを制作し，普及促進セミナーを

長野県内５ヶ所，長野県外１ヶ所で行いました。

２）信州カラマツ無垢木材外壁材による防火構造

及び準防火構造の実例

木造軸組工法及び木造枠組壁工法による信州カ

ラマツ外装材による防火構造及び準防火構造の国

土交通大臣認定後，２００９年８月から供給を開始し，

工法 木造軸組工法 木造枠組壁工法

外装デザイン 押え縁（ボードアンドバテン） 合いじゃくり（チャネル） 押え縁（ボードアンドバテン） 合いじゃくり（チャネル）

認定構造 防火構造 防火構造 防火構造 準防火構造

加熱時間 ３０分 ３０分 ３０分 ２０分

試験体寸法 高さ３０００mm×幅２０００mm 高さ３０００mm×幅２０００mm 高さ３２００mm×幅３０００mm 高さ３２００mm×幅３０００mm

加熱最高温度 ９３０℃ ９２０℃ １０５０℃ ９７０℃

裏面における最高温度 ２０℃（加熱３０分時） ４８℃（加熱３０分時） ４４℃（加熱３０分時） ４３℃（加熱２０分時）

裏面の平均温度 １５℃ ２２℃ ２６℃ １９℃

軸方向への最大収縮量 ０．５３mm ０．６９mm ０．７０mm ０．５０mm

軸方向への最大収縮速度 ０．０８mm／分 ０．１２mm／分 ０．２０mm／分 ０．１０mm／分

面外方向への最大変位 １．２mm（加熱面に凸） １．１mm（加熱面に凸） ６．５mm（加熱面に凸） ５．０mm（加熱面に凸）

火炎が通る亀裂等の損傷 なし なし なし なし

外装カラマツ気乾密度 ０．５１g／cm３ ０．５４g／cm３ ０．４７g／cm３ ０．４９g／cm３

外装カラマツ含水率 ８．５０％ ９．２０％ ９．９０％ ６．５０％

木材用保護塗料の塗布量 ０．０９３kg／m２ ０．０９３kg／m２ ０．０９３kg／m２ ０．０９３kg／m２

評価機関
�日本住宅・
木材技術センター

�日本住宅・
木材技術センター

�建材試験センター �建材試験センター

表２ 性能評価

写真１１ 建物１
信州カラマツ外装材

合いじゃくり（チャネル）

写真１２ 建物２
信州カラマツ外装材

押え縁（ボードアンドバテン）
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地域木造住宅展示住宅や民間住宅に供給しました

（写真１１～１６参照）。

４．おわりに

地域資源である信州カラマツ材を用いた信州カ

ラマツ外装材の防火構造及び準防火構造の開発に

より，地域木材の利用拡大を図ることができ，信

州カラマツ生産地域の森林組合・製材工場の活性

化に繋がりました。

信州カラマツ材の地域木材製品生産業は，地域

木材製材加工及び乾燥技術の向上に努め，木材製

品の品質管理体制が整っています。これにより信

州カラマツ外装材製品は工場生産される無機質系

人工建材と同等の品質安定化に繋がってきています。

建築基準法の仕様規定から性能規定への変革

は，地域木材製品の新たな利用用途を開くもので

あり，地域材の特性を活かしながら用途の多様化

を図ることも可能となります。但し，地域木材の

特性を科学的適正試験等により明確にし，性能評

価する必要性があります。

今後，信州カラマツのみならず，持続供給可能

な地域木材による建築用材開発は，地域木材の需

要拡大へ貢献すると考えています。

（２０１０．６．１受付）

写真１３ 建物３
信州カラマツ外装材

合いじゃくり（チャネル）

写真１４ 建物４
信州カラマツ外装材

合いじゃくり（チャネル）

写真１５ 建物５
信州カラマツ外装材

合いじゃくり（チャネル）

写真１６ 建物６
信州カラマツ外装材

合いじゃくり（チャネル）
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